
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西武新宿線 連続立体交差化事業 

2023 年 11 月 西武線特集号 

日本共産党 前杉並区議会議員 

杉並区民新聞 2023 年 11 月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

「
複
線
シ
ー
ル
ド
」
と
は
？ 

複
線
シ
ー
ル
ド
と
は
ト
ン
ネ
ル
を
１

本
掘
り
、
そ
の
中
に
上
下
線
を
通
す
も
の

で
す
。
対
し
て
、
単
線
シ
ー
ル
ド
は
上
下

線
を
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
し
て
１
本
づ
つ
、

２
本
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
た
め
、
用
地
買

収
に
時
間
と
経
費
が
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。（
左
図
参
照
） 

中
井―

野
方
間
は
単
線
シ
ー
ル
ド
を

採
用
し
て
い
る
た
め
に
用
地
買
収
が
予

定
通
り
に
進
ま
ず
、
工
期
が
６
年
延
長
さ

れ
て
い
ま
す
。
野
方
～
井
荻
間
を
高
架
化

に
し
た
場
合
は
、
さ
ら
に
多
く
の
用
地
の

買
収
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
東
京
都
は
高
架
化
と
、
地
下

化
は
単
線
シ
ー
ル
ド
の
検
討
の
み
で
、
な

ぜ
か
複
線
シ
ー
ル
ド
工
法
の
検
討
は
し

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

杉
並
区
の
動
き
は
？ 

杉
並
区
は
「
下
井
草
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
、
道
路
・
交
通
施
設
整
備
計

画
案
を
年
度
末
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

し
か
し
、
西
武
線
の
連
続
立
体
交
差
化
の

構
造
形
式
が
未
定
の
ま
ま
の
計
画
案
で

は
、
駅
前
広
場
や
ロ
ー
タ
リ
ー
の
設
置
な

ど
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て

い
く
の
か
ど
う
か
疑
問
で
す
。 

住
民
か
ら
は
地
下
化
を
求
め
る
声
や
、

都
内
で
地
下
化
し
た
他
路
線
で
の
土
地

活
用
事
例
な
ど
も
ま
ち
づ
く
り
の
参
考

に
、
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

地
下
化
と
複
線
シ
ー
ル
ド
工
法
の
検
討
を
求
め
る
学
習
会 

杉
並
・
中
野
の
住
民
で
つ
く
る
「
西
武
新
宿
線
地
下
化
を
求
め
る
連
絡
会
」（
以
下
、

「
連
絡
会
」）
は
、
１０
月
８
日
に
鷺
ノ
宮
、
１５
日
に
野
方
に
続
き
、
２２
日
に
下
井
草

で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

学
習
会
で
は
、
西
武
新
宿
線
の
連
続
立

体
交
差
化
の
過
去
の
経
緯
や
行
政
の
動

き
、
小
田
急
や
東
急
で
の
地
下
化
成
功
例

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

東
京
都
の
方
針
は
？ 

鉄
道
連
続
立
体
交
差
化
事
業
の
事
業

者
は
東
京
都
と
西
武
鉄
道
で
す
。 

都
は
中
井―

野
方
間
は
地
下
化
、
井
荻

―

西
武
柳
沢
間
は
高
架
化
で
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
野
方―

井
荻
間
の
構
造

形
式
は
検
討
中
で
す
。
野
方
、
都
立
家
政
、

鷺
ノ
宮
、
下
井
草
地
域
の
住
民
は
、
西
武

新
宿
線
の
地
下
化
と
複
線
シ
ー
ル
ド
工

法
の
検
討
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地下化の提案、行政の動きなどを報告 
 

 

「
西
武
新
宿
線
地
下
化
を
求
め
る
連
絡
会
ニ
ュ
ー
ス
」
よ
り 

X（旧 Twitter）ID 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 複線シールド工法による地下化の検討を 

連
絡
会
は
、
都
議
会
に
提
出
す
る
陳

情
署
名
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。 

内
容
は
「
野
方―

井
荻
間
の
連
続
立

体
交
差
事
業
に
お
い
て
複
線
シ
ー
ル
ド

工
法
に
よ
る
地
下
化
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
」
で
す
。
理
由
は
次
の
通
り
で
す
。 

① 

立
体
交
差
化
を
地
下
化
の
複
線
シ

ー
ル
ド
工
法
で
行
え
ば
、
現
行
の
線

路
幅
内
で
の
工
事
が
可
能
と
な
り
、

立
ち
退
き
に
よ
る
買
収
費
用
を
抑

え
ら
れ
、
工
期
短
縮
も
可
能
で
す
。 

② 

鉄
道
跡
地
の
上
部
空
間
は
、
緑
の
保

全
や
防
災
避
難
経
路
な
ど
、
広
く
ま

ち
づ
く
り
で
の
活
用
が
可
能
で
す
。 

③ 
複
線
シ
ー
ル
ド
工
法
は
、
都
内
で
も

大
江
戸
線
や
副
都
心
線
な
ど
多
数

の
施
工
実
績
が
あ
り
、
昨
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
横
浜
市
の
相
模
鉄
道
鶴

ヶ
峰
駅
付
近
の
連
続
立
体
交
差
事

業
に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

野
垣
あ
き
こ
事
務
所
も
こ
の
活
動
に

連
帯
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

都はなぜもともと複

線シールドでの検討

をしないのか？ 

 

踏切のそばに住んで

いるが高架だと騒音

がもっとひどくな

る。地下化しかない。 

踏切が問題で救急車が通

って来れないことがある。 

高架化になると線路の北側に６ｍの道路が必

要。立ち退きになる場合には（用地外の）残地

は買わないと都は言うが、それでは困る。 

今後、人口減少な

ら今のままでも

良いのではとも

思う。緑はあった

ほうがいい。高架

化にお金を使う

のであれば、年金

や子どもの貧困

などに使う必要

があるのでは？ 

 

 

 
学習会で出された声 

 

▲22 日の学習会にて 

 

 

高架化は地下化より少

し安くできるかもしれ

ないが、地下化はそれ以

上の付加価値がある。こ

の地下化の提案がなぜ

通らないのか不思議。 

 

 

署名の方法 
・署名用紙を「共産党下井草ドミール

事務所」（下井草 3－41－5－104）

の入口に設置しています。署名して横

のポストに投函してくだされば、連絡

会に届けます。 

・井草、下井草地域の方は野垣までお

電話、SMS、メールをくだされば、署

名用紙をお届けします。 

 

野垣 090‐9293‐8710 

akikonogaki1980@gmail.com 

 


